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広島県における農耕地土壌の実態と変化

谷本俊明・宮地勝正・松浦謙吉・中沢征二郎・上本 哲・小松武治
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　土壌は農業生産の基盤であり，生産力の維持・増進を

図ることは，農業生産の安定と向上を図るために極めて

重要である。このため，農林水産省は土壌の実態を把握．

し，適切な土壌管理対策を明らかにするために，土壌保

全対策事業として，全国の農耕地を対象に土壌環境基礎

調査・定点調査（以下，定点調査とする）を1979～1998

年まで実施した。

　定点調査は，選定した定点圃場（以下，定点とする）

について土壌の理化学性や施肥，栽培管理等について調

査・分析し，定点の土壌実態とその経時変化を明らかに

して，適切な土壌管理対策を確立するものである。調査

は，5年ごとに同一定点において実施し，1979～1998年

までの20年問に4巡目まで行われた。本報告では，広島

県の水田，普通畑および樹園地について，作土の20年問

の変化と4巡目の実態について明らかにした。なお，本

報告でのとりまとめは転作等により土地利用が変化した

地点ならびに地点数の少ない牧草地，茶園および施設は

除外した。

調査方法

1．調査地点の選定

　定点としては，地域性，土地利用ならびに本県に分布

する土壌の種類を考慮して1979年に水田220地点，普通

畑72地点，樹園地52地点，茶園5地点，牧草地10地点，

施設1地点の合計360地点を選定した。定点の位置を図

1に示す。

2．調査方法

　定点調査は，1巡目を1979～1983年，2巡目を1984～

1988年，3巡目を1989～1993年，4巡目を1994～1998年

に実施した。定点調査は360地点の定点を4分の1に分

け，年問90地点ずつを4年問かけて実施し，その後1年

問とりまとめを行い，5年ごとに同一圃場において調査，

分析を行う，5年を1巡とする調査である。

　各定点では，土壌断面，土壌理化学性を調査，分析す

るとともに施肥，有機物施用等の肥培管理について聞き

取り調査を行った。土壌の調査・分析方法は「土壌環境

基礎調査における土壌，水質及び作物体分析法8）」によ

り行った。

調査結果

1．土地利用別の土壌実態と変化

　1～4巡目について，土地利用（水田，普通畑，樹園

地）別の作土の理化学性（平均値，最大値，最小値，標

準偏差）を表1～3に示す。また，各項目について巡間

の平均値の変化割合（2巡目／1巡目，3巡目／2巡目，

4巡目／3巡目，4巡目／1巡目）を表2に示す。あわ

せて，各項目について2巡目と1巡目，3巡目と2巡目，

4巡目と3巡目および4巡目と1巡目について，それぞ

れ平均値の差の検定結果を表4に示した。

　1）水田
　pH（H20）の平均値（以下断りのなレ）限り，数値は平

　　　　　　　　　　　　　　　　“。

　　　　　　　　　’　　　　　　　⑭0

　　　　　　　　。。■φξ・　　　　　1o
　・、。　ψ・塔　　。。。
O　　　　・　　　　　　’　　　　　・　08　　。
　　　午　　　　　　　～
　　。　　　000・　噛撒
　　　　　　　　　　00　　　　　　　　■
　　　　　　♂　　　　◎　　・。0e
　　　　　　　　。　　θ　　．　・0
　　　8　0　　　。　。む・　　　　　　　　　　　0

　　　　　　　　　0　　0　　　θ

　　　・蝋0縛噸、一

　　めb　。榊　　　　　：葛搬
　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　さ　蕉固
　　　　　　　　　　　　　　　　　○　胞籔

平成14年7月15日受理 図1　定点の位置



56 広島県立農業技術センター研究報告　第72号

簡デ
」昌
｛bの単ざ

寸　o，　c、　寸　○つ
O，　H　寸　1」○　O、

　　　・　Hζ）　ζ∋　Fl　◎

く◎　c，　o，　H　寸　　◎◎　ト　くo　寸　く◎
◎、　N　く◎　ζ）　ζ）　　◎、　Fl　LΩ　LO　◎◎
　　　・　C“　　　　　　　　　・　1■→
ζ）　ζ）　H　ζ）　　　　ζ）　◎　H　ζ）

くo　（◎　◎、　c，　1」○
◎、　H　寸　1」o　◎、

　　　・　H◎　o　F－1　∈）

越（
雛
抑）

αつ　o◎　◎　◎　oo
　　　・　o、◎　○つ　0　N　H1一→　　　C、

寸　卜　o　ζ）　卜　　H　卜　ζ∋　ζ）　o◎
　　　・　ζ∋　　　　　　　　　・　◎o
◎　　○つ　◎　　N　　c、　　ζ）　○つ　ζ）　○○　H
H　　　N　　　　　　1一→　　　N

uO　l」o　ζ）　ζ）　く◎

　　　・　◎◎◎　αつ　o，　c，　F→
Fl　　　Fl

駄（
刊§
隼）

寸　o　◎　o　◎、
　　　・　Hく◎　c、　αつ　ζ）　c，
H　　　　N　F■

◎　ζ）　ζ＝＝　ζ）　o、　　くo　F→　◎　ζ）　◎、

　　　・　◎　　　　　　　　　・　◎◎
㌧◎　Cq　N　∈）　N　　LO　Cq　N　◎◎　1■■
1■一1　　　C，　H　　　　Fil　　　N

ζ）　c、　◎　ζ）　く◎

　　　・　◎、（◎　c，　1」○　c，　Fi1
1■一1　　　N　H

b0
μ
bの

ε
糧

轡

ヤ
ト

轡
八

箏

卜　◎、　く◎　く◎　o、
◎、　く◎　◎、　c，　F■
F→　F→　αつ　　　c，

　H
o、　◎、　F→　o、　∈）
1」0　1一→　◎、　CO　N
c，　c，　oo　　　c，

　H

寸　H　N　◎　1■一1　　◎◎　◎◎　O　①　くO
◎　○つ　◎　○つ　H　　o，　o、　寸　N　N
c，　H　o，　　　N　　H　H　◎◎　　　H

　　　　　　H
I」3　0，　o　◎　H　　N　F→　ζ）　N　寸
◎◎　く◎　寸　○○　H　　cq　◎◎　ζ）　N　0、
○つ　○つ　N　　　　N　　寸　寸　○つ　　　H
　c刈　　　　　　　　　　uo

◎◎　く◎　o　c、　［、
じ、　F→　◎、　N　O，
F1　　　l」つ　　　H

　H
◎◎　∈）　∈）　1」○　O，
o，　o◎　（∋　寸　o、
αつ　寸　◎、　　　1■→

　○つ
袈

畢
ぐ
噌

寧
→く

噌

向 縦

暴蟄（

輔訳
無黒）

1」○　1」○　く◎　寸　uO
l」⊃　LΩ　◎　寸　1H
H　　　寸　　　c、

寸　o、　◎◎　αつ　◎◎
■」O　F→　0◎　Fl　F→

　H　　　c、

◎◎　1■→　◎◎　ζ∋　◎◎　　uつ　◎◎　O、　く◎　Cq
く◎　くO　卜　寸　O　　寸　LO　uつ　N　◎◎
H　　　寸　　　N　　F→　　　αつ　　　F■

◎o　ζ）　αつ　uう　o、　　卜　◎、　uつ　◎◎　寸
1」つ　N　○つ　H　ζ）　　uう　F→　◎◎　N　0，
　H　　　　N　　　　　　　H　　　　H

卜　LΩ　LΩ　卜　N
l」○　く◎　1■一1　　　1■■

H　　　Oo　　　F→

く◎　卜　卜　F－　o，
LΩ　1■→　○つ　N　◎、

　H　　　　H

紺
嘆
耕
軽

埋
罫
汁

b0
当
bω

9
劃

O
｝

Ob0
暑

F・1　卜　寸　CO　O
寸　く◎　F■　c0　N
F1　　　寸　　　C、

co　c、　ζ、　∈）　ζ∋
0　60　1」0　60　C，
N　1■■　O，　　　C、

◎◎　1」つ　1」o　H　H　　◎　c、　く◎　寸　寸
寸　N　◎◎　寸　1一→　　く◎　卜　寸　C、　◎、
H　1■一　C、　　　ζ、　　1■一1　　寸　　　F→

　H
○o　oo　◎　卜　H　　0つ　◎◎　◎、　I」つ　寸
○つ　ト　○つ　寸　H　　○○　寸　◎o　（◎　◎、
N　1■■1　◎○　　　c“　　N　F→　◎　　　H
　Fl　　　　　　　　　　H

Fl　○つ　F→　卜　◎、
c、　寸　寸　c、　◎、
C，　F■　O，　　　F→

寸　αつ　◎　co　o、
○つ　◎◎　C◎　LO　◎、
C，　1一一1　C“　　　H

　H
坦
朴
ギ
閨

s＋1
阜
田
者

蝋

楓

O～
O

醐
約デ
蟻遵
楓↑
八旨
六§

㌘

CO　LO　O　◎　OF→　1」o　◎、　◎　c刈
◎　◎◎　1■■　1」○　C，
c、　　　卜

c、　トー　ト　o　◎o

　　　・　H（O　l」○　O◎　卜　C，
1H　　　αつ

c，　o、　◎　◎　H　　l」o　く◎　◎　ζ）　寸
αつ　H　ζ）　o　F→　　寸　1」○　卜　ζ∋　o，
F－l　O、　◎、　uつ　N　　，1■　◎◎　N　◎◎　F1
N　　　く◎　　　　　N　　　LO

寸　c、　卜　o　◎、　　1」0　N　ト　く◎　寸
　　　・　◎　　　　　　　　・　o、（◎　くo　◎◎　卜　c、　　（◎　1」つ　く◎　寸　H
F一　　　○つ　　　　　lH　　　○○

ζ＝1寸　∈）　◎　o、
卜　◎◎　LΩ　1H　O、
◎　◎、　く◎　く◎　H
c、　　　◎◎

N　く◎　C◎　LΩ　O、
　　　・　◎、く◎　1」O　寸　くO　F－
F→　　　αつ

絡デ
馴豊
剣3

◎◎　N　く◎　∈）　（：）

　　　・　NC，　H　く◎　1一→　C、

◎◎　C，　C、　◎　H　　くO　O　CO　O、　寸
　　　・　1一→　　　　　　　　・　◎、
Cq　F1　卜　F→　N　　Cq　F→　卜　◎　1一→

LΩ　◎　N　寸　◎、
　　　・　o，C，　F■　ト．　∈）　Fi1

縦デ
瑠遵
制3

○つ　N　N　く◎　∈）

　　　・　N○　寸　Fl　（O　C、
αつ　F→　oo

N　寸　CO　◎　H　　CO　く◎　LO　CO　寸
　　　・　F→　　　　　　　　・　o、◎、　寸　cq　o　e“　　◎◎　cq　N　FH　H
N　H　O，　H　　　　Cq　H　◎◎　H

○○　ト　く◎　寸　◎、

　　　・　o、卜　c、　くo　卜　F－1
ζ、　1■一1　0◎

｝9
q邑

◎◎　寸　◎　◎　o

　　　・　NLΩ　∈）　α⊃　LΩ　N

O、　寸　寸　H　H　　O、　寸　uO　C、　寸
　　　・　11－1　　　　　　　　・　◎、uつ　ζ）　卜　uつ　N　　uつ　◎　卜　uつ　F－1

◎◎　寸　○つ　F→　◎、

　　　・　◎、LΩ　ζ）　卜　寸　H

寧紺禦埋録
罫鐸㍑畢
汁騨噌蝋狽

禦拙寧埋慈
罫鐸㍑佃1

禦糊禦禦録
興鐸ギ句1

岸軽噌噌損汁韓嶋噌拙

禦紺導寧録
罫鐸㍑句1
汁軽鴫噌恨

絢轟
羅歯

黒

H
黒

N
黒
○つ

黒
寸



谷本ほか：広島県における農耕地土壌の実態と変化 57

表2　普通畑作土の理化学性（平均値，標準偏差，最大値，最小値）

調査　　　　　　　PH　　全炭素　全窒素　　陽イオン
　　　項　目　　　　　　　　　　　　交換容量時期　　　　　　（H20）（9kぎ1）（9kgI1）（cmo1（十）kg－1）

交換性（mgkg－1）

CaO　　MgO　　K20

塩基飽　　可給態　　作土深　ち密度　仮比重
和度　　リン酸
（％）（mgkζ1）（・m）（㎜）（kg血3）

1巡　平均値

　　標準偏差

　　最大値

　　最小値

　　定点数

6．5

0．8

7．9

4．5

65

23，0

21，1

94．5

1．2

　71

2．1

1．5

8．2

0．1

71

17，4

10，4

48．1

5．5

　70

3317

2213

11350

　170

　71

359

244

1087

50

　71

449

305

1748

65

　71

93

49

309

22

70

907

710

3268

　90

　70

18．5

5，3

35，0

10．0

　68

11．4

5，6

30．0

3．0

　65

1，02

0，24

1，48

0．56

　54

2巡　平均値

　　標準偏差

　　最大値

　　最小値
　　定点数

6．4

0．9

7．6

3．8

70

24，1

21，8

92．4

4．7

　70

2．1

1．6

9．0

0．4

70

18，4

11，5

50．5

5．5

　70

3305

2266

10200

420

　70

458

276

1375

　39

　70

461

234

1143

　48

　70

92

46

233

14

70

1578

1308

7450

107

　70

17．5

3，8

26，0

10．0

　70

9．9

5，1

28．0

3．0

　69

O．98

0，26

1，60

0．23

　70

3巡　平均値

　　標準偏差

　　最大値

　　最小値

　　定点数

6．3

0．9

7．7

4．1

66

27，6

23．5

107．1

4．1

　66

2．2

1．5

7．8

0．3

66

20，1

12，2

59．5

5．0

　66

3406

2379

12900

450

　66

462

295

1215

27

66

496

275

1415

128

66

85

42

267

12

66

1530

1104

5257

103

　66

17．7

4，0

30，0

10．0

　66

9．8

4，4

22．0

2．0

　65

1，04

0，21

1，61

0．49

　65

4巡　平均値

　　標準偏差

　　最大値

　　最小値

　　定点数

6．0

1．1

8．1

3．7

47

30，3

21，2

97．8

5．7

　47

2．4

1．4

5．7

0．7

47

19，7

10，6

49．6

6．8

　47

3302

2457

10100

300

　47

426

316

1610

35

47

491

308

1470

80

47

80

52

257

15

47

1443

1487

6310

　62

　47

18．2

4，1

30，0

10．0

　46

9．9

4，3

24．0

2．0

　47

1，02

0，19

1，37

0．61

　45

均値を示す）は6．O以下の値を示し，4巡目は3巡目に

比べてやや低下した。全炭素は巡をおって減少し，全窒

素は1巡目と2巡目は差がなく，2巡目以降減少した。

交換性苦土は2巡目に30mgkg’1増加し，2巡目以降は

差がなかった。交換性加里は巡をおって増加する傾向を

示した。

　可給態窒素は2巡目が168mgkg■1と最も多く，4巡目

は10mgkg■1程度減少した。可給態リン酸・ケイ酸は4

巡目には減少したが，変動の幅が大きかった。作土深は

3巡目までは巡をおって徐々に浅くなったが，4巡目に

はやや深くなった。3巡目は作土深20cm以上の割合は

O％であったが，4巡目には8％に増加し，平均16．0cm

となった。

　2）普通畑

　pH（H20）は巡をおって徐々に低下し，図2に示すよ

うに4巡目は55～60の割合が最も高くなった。全炭素

は巡をおって増加し，全窒素も巡をおって徐々に増加し

た。交換性石灰は3巡目が最も多く，1・2・4巡目は差

がなかった。交換性苦土，交換性加里は3巡目までは増

加傾向を示し，交換性苦土は4巡目にやや減少し，交換

性加里は3巡目と4巡目は差がなかった。陽イオン交換

容量は3巡目までは増加し，4巡目は3巡目とほとんど

30

25

（20
さ

　15幽
蝸
　10

5

O

Z1巡目
目2巡目

口3巡目

■4巡目

　4．0未汕4．ト4，545－5．05．0－5．55．5－6．06．㈹．56．5－7．07．ト7．57．5－8．08．0以上

　　　　　　　　　PH（H20）

図2　普通畑作土のpH（H20）の階級別頻度分布

差がなかった。塩基飽和度は巡をおって低下した。

　可給態リン酸は，2巡目に約70％増加し1，578mgkg－1

となり，4巡目は2・3巡目に比べて500mgkg－1以下の

割合が増加しため，やや減少した（図3）。作土深は，

2・3巡目は浅くなったが，4巡目にはやや深く18．2

cmとなった。ち密度は2巡目に低下して10mm以下と

なり，2～4巡目はほぼ同じ値を示した。仮比重は2巡

目が最も値が小さく，1・3・4巡目はいずれも1kgm13

以上の値を示し差がなかった。
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表3　樹園地作土の理化学性（平均値，標準偏差，最大値，最小値）

調査　　　　　　pH　全炭素
　　　項　目
時期　　　　　　（H20）　（9kgI1）

全窒素
（9kg’1）

　陽イオン
　交換容量
（cmo1（十）kg■1）

交換性（mgkg■1）

CaO　　MgO　　K20

塩基飽　　可給態　　作土深
和　度　　リン酸
（％）（mgkぎ1）（・m）

ち密度　仮比重
（mm）　（kgm－3）

1巡　平均値

　　標準偏差

　　最大値

　　最小値

　　定点数

6．5

0．8

8．0

4．8

46

15，0

11，1

66．1

0．0

　51

1．7

1．1

5．O

O．1

51

14．5

6，5

36．4

4．3

　49

2770

1614

8080

490

　51

375

267

1288

　36

　51

390

202

950

67

51

89

36

221

21

49

1065

956

4268

　28

　51

15．7

5，6

34．0

2．0

　49

14．9

5，0

27．0

5．0

　48

1，25

0，14

1，51

0．80

　35

2巡　平均値

　　標準偏差

　　最大値

　　最小値

　　定点数

6．4

0．9

8．2

4．0

52

20，4

18．9

130．1
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1，9
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　　最大値

　　最小値

　　定点数

6．2

1．0

7．8

3．9

45

28，3

27．2

133．0

　6．1

　45

2．5

2．0

9．9

0．8

45

18．5

9，9

51．0

6．6

　45

3493

・2954

12930

　300

　45

440

430

2640

　35

　45

438

258

1400

　68

　45

81

35

174

14

45

2151

2046

10220

　175

　45

14．4

5，2

33．0

5．0

　45

14．0

4，2

24．0

5．0

　45

1，14

0，22

1，48

0．38

　43

40

35

30

（25ぎ
）
　　20
幽

畷15

10

5

O

Z1巡目
目2巡目

口3巡目

■4巡目

0－50 50F100100←150150P20020ト250250F30030①ト350350F400400－450450－500500－550550→0060㈹065ト700700以上

可給態P205（×10mg㎏・1）

図3 普通畑作土の可給態リン酸の階級別頻度分布
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表4　土地利用別の作土の理化学性変化割合 （％）

土地　　　PH　舎　全陽イオン　交換性　塩基飽　　可給態　　作　ち　仮　　巡／巡　　　　　灰　　窒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　土　　密　　比
利用　　（H・O）素　素交換容量C・OM．OK．O和度N　P205Si02深度　重
2／1　102＊　96　100　　101　　106　115・

水
　　3／2　100　　97

　　4／3　98＊＊　97田

　　4／1　99　　90＊

91＊　101　　101　100
96　　　　　　98　　　　　　　97　　　101

87＊＊　　　　100　　　　　103　　　115＊

105　　106　109＊　149＊＊　104　98　101　102
108　　　　　　98　　　　　86＊＊　　110

138＊＊　　　　99　　　　108　　　　　94

157＊＊　　　　103　　　　101　　　　154＊＊

97　　　　98　　　　97　　　102

90　　　　103　　　104　　　　99

90　　　　　98　　　103　　　102

　　2／1　　98
普
　　3／2　　98
通
　　4／3　　95
畑
　　4／1　　92＊

105　　　　101　　　　　106

114　　　　106　　　　　109

110　　　　109　　　　　　98

132　　　　116　　　　　113

100　128＊

103　　101

97　　92

100　119

103　　　　　100　　　　　　　　　　174＊＊

108　　　92　　　　　　97

99　　　94　　　　　　94

110　　　　　　87　　　　　　　　　　159＊

94　　87　　96

101　　　　99　　　105

103　　　100　　　　99

98　　87　100

　　2／1　98　136＊　118　　111　　111　133
樹
　　3／2　100　123　113　　109　　116　97
園

　　4／3　97　113　113　　105　　98　91地

　　4／1　95　188榊150＊　128＊　126　117

116　　　　　106　　　　　　　　　　156＊

109　　　　　100　　　　　　　　　　129

89　　　85　　　　　100

112　　　　　91　　　　　　　　　202＊＊

103　　91　　96

87　101　　96
103　　　102　　　　99

92　　　　94　　　　91＊＊

注）理化学性の平均値の差の検定を行い，榊は1％水準で有意，＊は5％水準で有意を示す。

　3）樹園地

　pH（H20）は，1～3巡目は差がなく，4巡目にやや

低下した。全炭素・窒素および陽イオン交換容量は巡を

おって増加した。交換性石灰，可給態リン酸は3巡目ま

では増加し，4巡目は3巡目と差がなかった。交換性苦

土は2巡目が最も多く，2巡目以降やや減少した。交換

性加里は3巡目までは巡をおって増加したが，4巡目に

は減少した。塩基飽和度は2・3巡目が最も高く，4巡

目には低下し，81％となった。

　作土深は1・2巡目は16cm前後であったが，3・4巡

目は15cm以下と浅くなった。ち密度は2巡目に低下し，

2巡目以降徐々に高くなった。仮比重は巡をおって徐々

に低下した。

2．土壌統群別の土壌実態と変化

　定点数が多い水田について，土壌統群別に平均した作

土の理化学性を表5に示す。また，各項目について巡間

の変化割合（2巡目／、1巡目，3巡目／2巡目，4巡目／

3巡目，4巡目／1巡目）を表6に示し，あわせて各項

目について巡間の平均値の差の検定結果を表6に示した。

なお，土壌統群別の平均は，1～4巡目の定点数が10地

点以上ある6土壌統群（中粗粒灰色台地土，細粒黄色土、

斑紋あり，細粒灰色低地土、灰色系，中粗粒灰色低地土、

灰色系，礫質灰色低地土、灰色系，細粒強グライ土）に

ついて算出した。

　1）中粗粒灰色台地土

　pH（H20）は4巡目に低下し，57となった。全炭素は

減少傾向がみられ，全窒素も4巡目には減少した。交換

性石灰・苦土，陽イオン交換容量および可給態ケイ酸は

4巡目が最も小さな値を示し，可給態ケイ酸については

4巡目は3巡目に比べて約60％減となった。塩基飽和度

は徐々に低下する傾向であった。

　可給態窒素は，1～3巡目は差がなく，4巡目に20％

以上減少した。可給態リン酸は，2巡目以降巡をおって

減少した。作土深は3巡目までは巡をおって浅くなった

が，4巡目には1cm以上深くなった。ち密度は，1～

3巡目は差がなく，4巡目に高くなった。

　2）細粒黄色土　斑紋あり

　pH（H20）は徐々に高くなり，4巡目には60となった。

全炭素は3巡目までは増加し，4巡目は3巡目と差がな

かった。全窒素は2巡目に約30％増となり，3・4巡目

にはやや減少した。交換性石灰・苦土・加里，可給態リ

ン酸はいずれも増加傾向を示した。陽イオン交換容量は

巡をおって大きくなり，塩基飽和度は4巡目が最も高く

66％となった。

　可給態窒素は3巡目までは増加したが，4巡目には減

少した。反対に，可給態ケイ酸は，3巡目までは巡をおっ

て減少したが，4巡目には増加した。作土深は，3・4

巡目は浅くなり15cm以下となった。ち密度は2巡目に

約30％低下し，2巡目以降増加した。仮比重は2巡目が

最も小さく，1・3・4巡目はほとんど差がなかった。

　3）細粒灰色低地土　灰色系

　pH（H20）は4巡目が最も低く，全炭素・窒素は減少

傾向を示した。交換性石灰・苦土，可給態リン酸は3巡

目までは増加したが，4巡目には減少した。交換性加里

は増加傾向を示し，4巡目は1巡目に比べて約50％増と
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表6　土壌統群別の水田作土の理化学性変化割合

61

（％）

土地巡pH全全陽イオン　　　／　　　　炭　　窒統群　　巡　（H20）　素　　素　　交換容量　CaO
交換性
MgO　K20

塩基飽　　　可　給　態　　　　作　　ち　　仮

和度・・2・5・i・2羨麓簑
中粗粒　2／1　101

灰色台　3／2　100
地土
　　　4／3　96

　　　4／1　97

92

106

83

80

106

94

88

88

101

114

84

96

101

96

74柵

72

84

117

76ホ

74ホ

104

101

101

106

99

88

95

83

101

97

7戸

76＊

145

83

75

90

78

158

41

51淋

95

95

108

97

99

104

113

116

100

100

104

104

細粒黄2／1
色土・3／2
斑紋あ
　　　4／3
り

　　　4／1

100

100

102

103

106

111

98

115

131＊

86

104

117

101

108

102

111

114

101

111

128

122

94

117

133

103

104

115

123

115

92

116

123

124

119

69

103

113

113

146

185

78

63ホ

143

70

99

95

102

鑓

71榊

116

108

89

93

105

101

98

細粒灰　2／1　103

色低地　3／2　iOO
土、灰
　　　4／3　96＊色系

　　　4／1　98

98

95

96

89

98

85＊

97

80榊

98

103

99

99

107

104

89

100

124

110

86

117

88

125＊

139榊

153淋

115

94

93

99

112

80＊

87

78ホ

133＊

106

75ホ

106

154＊

88

76

103

100

97

101

98

103

104

98

104

100

110

93

103

中粗粒　2／1　101

灰色低　3／2　101
地土、

　　　4／3　97灰色系

　　　4／1　98

90

110

96

95

97

98

98

94

99

114＊

95

108

102

100

91

93

108

106

85ホ

97

103

125

118

152淋

105

89

95

88＊

107

109

98

114

155＊

161

5戸

142

84

84

75＊

53榊

98

97

103

98

109

88ホ

106

101

106

95

96

97

礫質灰2／1
色低地3／2
土、灰
　　　4／3
色系

　　　411

100

99

98

98

99

105

93

97

103

96

91

89

105

103

91

98

100

102

90

91

92

102

101

95

123

119

118

173

96

101

103

100

116

92

87

93

159

109

66＊

114

61

108

78

51

93非

105

101

99

94

98

103

94

99

95

104

98

細粒強2／1
グライ3／2
土
　　　4／3

　　　4／1

101

104＊

96＊

101

83＊

102

93榊

78

89

104

90＊

83

98

97

92

88

102

109

89

99

106

103

95

105

86

114

149淋

145＊

104

110

98

112

95

79淋

132＊

99

105

131＊

180

246＊

112

161榊

78

140＊

101

96

109ホ

105

98

109

97

103

109

108＊

101

118非

注）理化学性の平均値の差の検定を行い，榊は1％水準で有意，‡は5％水準で有意を示す。

なった。塩基飽和度，可給態窒素および可給態ケイ酸は

2巡目以降低下あるいは減少した。仮比重は3巡目が最

も大きな値を示し，1・2・4巡目は差がなかった。

　4）中粗粒灰色低地土　灰色系

　pH（H20），交換性石灰・苦土・加里，塩基飽和度お

よび可給態リン酸については細粒灰色低地土、灰色系と

同様の傾向を示した。全炭素は，4巡目は1巡目に比べ

てやや減少した。陽イオン交換容量は，3巡目が最も大

きな値を示し，4巡目にはやや低下した。可給態窒素は

3巡目までは巡をおって増加し，4巡目と3巡目は差が

なかった。可給態ケイ酸は巡をおって減少し，4巡目は

3巡目の25％減となった。

　作土深は，3巡目までは徐々に浅くなったが，4巡目

は16－2cmとやや深くなった。ち密度は4巡目は3巡目

に比べてやや高くなった。仮比重は2巡目以降減少ある

いは低下した。

　5）礫質灰色低地土　灰色系

　全炭素・窒素および交換性石灰はともに4巡目が最も

少なくなった。交換性苦土は2巡目に約10％減となり，

2～4巡目は差がなかった。交換性加里は巡をおって増

加し，4巡目は200mgkg－1以上となった。陽イオン交換

容量は3巡目までは徐々に増加したが，4巡目には低下

した。

　可給態窒素・リン酸は細粒灰色低地土、灰色系と同様

の傾向を示し，4巡目は減少した。可給態ケイ酸は減少

傾向を示した。作土深は，2巡目が15．2cmと最も浅く，

3・4巡目は16cm以上となった。ち密度は2巡目に低

下し，2～4巡目は差がなかった。仮比重は4巡目は3

巡目に比べて約5％増となった。

　6）細粒強グライ土

pH（H20）は3巡目までは徐々に高くなったが，4巡

目はやや低下した。全炭素・窒素，交換性石灰・苦土は
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細粒灰色低地土、灰色系と同様の傾向を示した。交換性

加里は2巡目以降増加した。陽イオン交換容量は巡をおっ

て低下した。塩基飽和度，ち密度および仮比重は3巡目

までは巡をおって増加する傾向がみられたが，4巡目は

3巡目とほとんど差がなかった。可給態窒素は3巡目ま

では減少したが，4巡目には増加し，1巡目とほぼ同じ

値となった。可給態リン酸は巡をおって増加した。可給

態ケイ酸は3巡目までは増加したが，4巡目には大きく

減少した。作土深は，4巡目には16cm以上と深くなった。

3．土地利用別の肥料，有機物および土壌改良資材の施

　　用量

　1）肥料の施用量

　土地利用別（水田，普通畑，樹園地）の肥料の年間平

均施用量（聞き取り調査）を表7に示す。

　窒素，リン酸および加里の施用量は，普通畑，樹園地

に比べて水田は少なく，いずれも100kgha－1以下であっ

た。普通畑，樹園地の施用量はいずれも100kgha－1以上

で，普通畑に比べて樹園地の方が多い傾向がみられ，と

くに窒素は200kgha’1前後施用されていた。

　窒素施用量は，水田，普通畑および樹園地ともに，1

巡目あるいは2巡目の施用量が最も多く，3巡目に減少

し，4巡目にやや増加した。リン酸施用量は，水田では

3巡目までは巡をおって減少し，4巡目にやや増加した。

普通畑，樹園地では一定の傾向は認められなかった。加

里施用量は，水田と樹園地では1・2巡目に差がなく，

3巡目に減少した。普通畑では3巡目までは巡をおって

施用量が減少し，4巡目にやや増加した。

　2）有機物の施用量

　土地利用別の稲わらと堆肥類（稲わらを除く有機物と

堆肥）の年問平均施用量（聞き取り調査）を表8に示す。

　　（1）稲わら

　稲わらの施用量は，47～93Mgha’1の範囲で，1・4

巡目は樹園地が最も多く，2・3巡目は普通畑が最も多

かった。稲わらの施用割合（施用定点数／調査定点数）

は水田が最も高く，普通畑，樹園地では20％以下と低

かった。

　水田での稲わら施用量は50Mgha－1前後で，巡問にほ

とんど差がなかった。施用割合は3巡目までぽ増加した

が，4巡目には大幅に低下した。普通畑での稲わら施用

量は3巡目までは巡をおって増加し，4巡目に減少した。

施用割合は12～15％と低い。樹園地での稲わら施用量は，

4巡目に大幅に増加して93Mgha■1となった。施用割合

は1巡目を除いて10％以下と低い。

　（2）堆肥類

　堆肥類の施用量は，水田の4巡目を除いて10Mgha－1

以上で，水田が最も少なかった。施用割合は，普通畑と

樹園地では60％以上であったが，水田では50％以下で

あつた。

　水田での施用量は，2巡目が135Mgha－1と最も多く，

2巡目以降減少した。施用割合は，巡をおって低下し4

巡目は30％以下となった。普通畑での施用量は，2巡目

が最も少なく，2巡目以降増加した。施用割合は3巡目

までは巡をおって低下し，4巡目は3巡目と差がなかっ

た。樹園地での施用量は，1巡目から3巡目までは巡を

おって増加し，4巡目は3巡目の35％減となった。施用

割合は，2・3巡目に比べて1・4巡目は高く70％以上の

値を示した。

　3）土壌改良資材の施用量

　土地利用別の土壌改良資材（リン酸質肥料・石灰質肥

料・ケイ酸質肥料）の年問平均施用量（聞き取り調査）

を表9に示す。

　　（1）リン酸質肥料

　土壌改良資材として施用されたリン酸質肥料の施用量

は，水田が最も少なく，いずれの土地利用においても，

4巡目の施用量が最も多かった。施用割合は40％以下で，

3巡目を除いて水田が最も高かった。

　水田での施用量は，1～3巡目は025Mgha■1程度で，

4巡目には50％以上増加した。施用割合はほとんど差が

なかった。普通畑での施用量は，2巡目が最も少なく，

2巡目以降増加し，4巡目が最も多かった。施用割合は

1巡目が33％と最も高く，2～4巡目は20％前後の値を

示した。樹園地での施用量は巡をおって増加し，4巡目

はO．73Mgha■1となった。施用割合は3巡目が最も高く，

4巡目には低下し20％以下となった。

　　　　　　表7　土地利用別の年間平均施肥量　　（kgha－1）

　肥料成分　　調査時期　　水　田　　普通畑　　樹園地

窒　　素　　　1巡

　　　　　　　2巡

　　　　　　　3巡

　　　　　　　4巡

82　　　　　　　173　　　　　　　210

79　　　　　　　174　　　　　　　212

68　　　　　　　139　　　　　　　185

69　　　　　　　162　　　　　　　191

リン酸　　　1巡

　　　　　　　2巡

　　　　　　　3巡

　　　　　　　4巡

86　　　　　　　166　　　　　　　160

74　　　　　　　　117　　　　　　　181

67　　　　　　　119　　　　　　　167

72　　　　　　　136　　　　　　　159

加　　里　　　1巡

　　　　　　　2巡

　　　　　　　3巡

　　　　　　　4巡

86　　　　　　　150　　　　　　　175

88　　　　　　　141　　　　　　　178

78　　　　　　　138　　　　　　　143

74　　　　　　　152　　　　　　　144
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　（2）石灰質肥料

　石灰質肥料の施用量は，水田の4巡目を除いて1

Mgha■1以上であった。施用割合は，水田では10％以下

と低く，普通畑，樹園地は34～60％であった。

　水田での石灰質肥料施用量は，4巡目は減少し1

Mgha■1以下となった。施用割合は10％以下であった。

普通畑での施用量は11Mgha■1以上で，4巡目が最も多

くなった。施用割合は，1巡目が60％と最も高く，巡を

おって低下した。樹園地での施用量は11Mgha－1以上で，

1巡目が最も多く，巡をおって減少した。施用割合は1

巡目が最も低く，2～4巡目は50％程度の値を示し差が

なかった。

　（3）ケイ酸質肥料

　ケイ酸質肥料は水田での施用がほとんどであった。普

通畑，樹園地での施用割合は低かった。

　水田でのケイ酸質肥料の施用量は，4巡目が2．08

Mgha－1となり最も多く，1～3巡目は15Mgha■1程度

の施用量で差がなかった。施用割合は1巡目が最も高く，

3巡目までは巡をおって低下し，3巡目と4巡目は19％

になった。普通畑での施用量は080～163Mgha－1で，

施用割合は4％程度であった。樹園地での施用量は，1

巡目が177Mgha■1と多く，施用割合も10％を越えてい

たが，2巡目以降はほとんど施用されていない。

4．作土の理化学性と土壌診断基準値との比較

　4巡目の作土の理化学性について，土地利用別に本県

の診断基準等＊・3）との比較を行った。なお，普通畑の土

壌診断基準値は野菜畑（露地）の基準を用いた。

　1）水田

　pH（H20）（基準値：55～60）は，適正域の定点が

52％と最も多かった（図4）。交換性塩基（基準値；交

換性石灰　2，OOOmgkg－1以上，交換性苦土．250mgkg－1

以上，交換性加里．150mgkg■1以上）については，交換

性石灰・苦土は基準値未満の定点が半分以上と多く，交

換性加里については基準値未満の定点が32％存在した。

塩基バランスについては，Ca／Mg比（基準値：5～8）

は適正域が51％と多かったが，8以上が34％存在した。

Mg／K比（基準値：2）は，2以上の定点が64％と多

かった。

　可給態リン酸（基準値’150～300mgkg－1）は，300

mgkg■1以上の定点が半分近くあり，反対に可給態ケイ

酸（基準値．250mgkg－1以上）は全般に少なく，250

mgkg－1未満の定点が81％と多かった。可給態窒素（基

準値：150～200mgkg－1）についても，150mgkg■1未満の

定点が半分以上と多かった。作土深（基準値．15cm以

上）は，15cm未満の定点が22％存在した。

　土壌統群別に平均値についてみると，交換性石灰・苦

土は中粗粒灰色台地土，細粒灰色低地土、灰色系，中粗

粒灰色低地土、灰色系および礫質灰色低地土、灰色系で

は少なく，さらに中粗粒灰色台地土では交換性加里も少

なかった。塩基バランスについては，Ca／Mg比はほぼ

基準値以内であつた。Mg／K比は，細粒黄色土、斑紋

ありと細粒強グライ土が3．5と高かった。

　可給態リン酸は，中粗粒灰色台地土，中粗粒灰色低地

土、灰色系，礫質灰色低地土、灰色系はいずれも300

mgkg’1以上であった。可給態ケイ酸（基準値：250

表8　有機物の年間平均施用量と施用割合

水　　　　　田 普　　通　　畑　　　　　　　　樹　　園　　地

有機物　調査時期　施用量　　　　　　施用割合
　　　　　　　　　　　　　　点数
　　　　　　　　　（Mgha－1）　　　　　　　（％）

施用量
（Mgha－1）

　　　施用割合　施用量　　　　　　施用割合
点数　　　　　　　　　　　　　点数
　　　　（％）　　（Mgha－1）　　　　　　　（％）

稲わら　　1巡　　　4．9　　126
2巡

3巡

4巡

5．1　　　129

5．2　　　131

5，1　　　98．

57　　　　　4．7

61　　　　　5．6

68　　　　　8．2

49　　　　　6．4

11

10

8
7

15　　　　　5．6　　　　　　　　　17

14　　　　　4．3　　　　　　　　　　4

12　　　　5．9　　　　　　　　　8

15　　　　9．3　　　　　　　　　　7

堆肥類　1巡　　12．5　　108
2巡

3巡

4巡

13．5　　　　76

11．4　　　　64

9．4　　　　53

49　　　　18．7

36　　　　　14．0

33　　　　　17．8

27　　　　26．9

72

61

45

32

100　　　　　　　16．8　　　　　　　40　　　　　　　　77

86　　　　　　　　21．9　　　　　　　35　　　　　　　　67

67　　　　　　　26．6　　　　　　　33　　　　　　　　65

68　　　　　　　17．4　　　　　　　33　　　　　　　　73

注）点数は有機物を施用した定点数。

　施用割合は施用定点数を調査定点数で割った値（％）。

　堆肥類は稲わらを除く有機物と堆肥。

＊広島農試・広島果試：1983，広島県診断基準値．広島県．
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表9　土壌改良資材の年聞平均施用量と施用割合

　　　　　　　　　　　　水　　　　　田
土　　壌
改良資材調査時期施用量点数施用割合
　　　　　　　　　（Mgha’1）　　　　　　　（％）

普　　通　　畑　　　　　　　　樹　　園　　地

施用量
（Mgha‘1）

　　　施用割合　施用量　　　　　　施用割合
点数　　　　　　　　　　　　点数
　　　　（％）　　（Mgha■1）　　　　　　　（％）

　　　　　1巡
リン酸　　2巡
質肥料　　3巡

　　　　　4巡

O．26　　　　　　79　　　　　　　36

0．25　　　　　79　　　　　　37

0．24　　　　　　　64　　　　　　　　33

0．39　　　　　67　　　　　　34

O．55

0，41

0，53

0．79

24　　　　　　　　33　　　　　　　　0．41　　　　　　　13

14　　　　　　　　20　　　　　　　　0．52　　　　　　　13

12　　18　　0．6ε　　20

11230．738

25

25

39

18

　　　　　1巡
石　　灰　　2巡

質肥料　　3巡

　　　　　4巡

1．57　　　　11

1．04　　　　8

1．50　　　　15

0．84　　　　7

1，29

1，10

1，21

1．45

43　　　　　　　　60　　　　　　　　1．42　　　　　　　23

32　　　　　　　　45　　　　　　　　1．40　　　　　　　26

24　　　　　　　　36　　　　　　　　1．25　　　　　　　28

16　　　　　　　34　　　　　　　　1．12　　　　　　23

44

50

55

51

　　　　　1巡

ケイ酸　　2巡
質肥料　　3巡

　　　　　4巡

1．56　　　　　　　56　　　　　　　　25

1．58　　　　　　　51　　　　　　　24

1．59　　　　　　　36　　　　　　　　19

2．08　　　　　　　38　　　　　　　　19

1，20

0，80

1，63

1．35

1．77　　　　6　　　　12

1．O0　　　　1　　　　　2

注）点数は土壌改良資材を施用した定点数。

　施用割合は施用定点数を調査定点数で割った値（％）。

mgkg－1以上）は細粒強グライ土のみ基準値以上であっ

た。可給態窒素は細粒黄色土と細粒灰色低地土、灰色系

が基準値以下であった。作土深は，細粒黄色土、斑紋あ

りが15cm以下と浅かった。

　2）普通畑

　pH（H20）（基準値：60～70）は，図4に示すよう

に6未満の定点が51％と多い。とくに，バレイショを栽

培している定点（5地点）ではそうか病対策のために，

石灰の施用を控えており，pH（H20）は平均42と低く，

交換性石灰は1，074mgkg－1と少ない。

　交換性塩基（基準値；交換性石灰’3，OOOmgkg－1以上，

交換性苦土：300mgkg－1以上，交換性加里：150mgkg’1

以上）については，交換性石灰は基準値未満が51％と多

く，交換性苦土は基準値未満の定点が38％あり，交換性

加里についてはほとんどが基準値以上であった。塩基バ

ランスについては，Ca／Mg比（基準値：3～6）は約

半分が適正域で，6以上が40％あった。Ca／K比（基準

値：4～8）は，8以上の定点が66％と多かった。

Mg／K比（基準値：1～2）は，2以上の定点が43％あ

った。可給態リン酸（基準値：200～600mgkg11）は平

均1，443mgkg－1と多く，1，OOOmgkg－1以上の定点が約50

％あった。作土深（基準値：20cm以上）は平均18．2

cmとやや浅く，20cm未満の定点が72％と多い。

　3）樹園地

　pH（H20）（基準値：55～65）は，65以上の定点が

半分以上存在した（図4）。交換性塩基（基準値；交換

性石灰：2，500mgkg－1以上，交換性苦土：250mgkg■1以

上，交換性加里：150mgkg－1以上）については，普通畑

と同様の傾向を示した。

　塩基バランスについては，CalMg比（基準値：5～

8）は，5未満の定点が38％，8以上が25％，Mg／K

比（基準値：2）は，2以上の定点が49％あった。可給

態リン酸（基準値：200～400mgkg－1）は，400mgkg‘1以

上の定点が87％と多かった。作土深は平均14．4cmと浅

く，15cm未満の定点が56％と多い。

考　　察

　定点調査は1979～1998年までの20年間実施され，3巡

目（1979～1993年）まではとりまとめた榊・6・7）。3巡目

までの土壌理化学性変化の概要は，水田では，①作土深

は浅くなる傾向を示し，②全炭素は巡をおって徐々に減

少し，③交換性塩基，可給態リン酸は巡をおって増加傾

向を示し，④可給態ケイ酸はほとんど変化が認められな

かった。畑地（普通畑，樹園地）では，①作土深は巡を

おって徐々に浅くなり，②全炭素・窒素および可給態リ

ン酸は巡をおって増加傾向を示した。さらに，普通畑で

＊＊広島農技セ・環境研究部：1995，畑土壌の理化学性の実態と変遷一土壌環境基礎調査・定点調査より一．平成7年

研究成果情報集．11－12． 一
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図4　土地利用別の作土pH（H20）の階級別頻度分布（4巡目）

は，pH（H20），塩基飽和度は低下する傾向を示した。

　一方，4巡目までの定点データについて全国とりまと

めが行われており，解析結果の一部が報告g）された。こ

の報告によれば水田，普通畑および樹園地の土壌理化学

性変化の概要は，①pH（H20）は低下傾向にあるが，変

動の幅は小さい，②全炭素は普通畑では含有量が高い地

点が減少しているが，樹園地では増加傾向にある，③全

窒素は樹園地では上昇傾向にある，④交換性加里は1～

2巡目にかけて増加し，3～4巡目に再び増加した，⑤

可給態リン酸は1～3巡目には明瞭な増加傾向にあった

が，水田の4巡目では増加が抑えられた。

　以下に，土地利用別に作土の理化学性ρ4巡目までの

変化状況と4巡目の理化学性の実態について考察する。

1．水　田

　4巡目まで増加傾向がみられた作土の理化学性は，交

換性加里のみである。交換性加里は，全国での傾向と同

様に，3巡目から4巡目にかけての増加割合が高く，4

巡目は1・3巡目に比べて有意に増加が認められた。反

対に，4巡目まで減少傾向がみられた項目は，全炭素・

窒素および可給態ケイ酸で，いずれも4巡目は1巡目に

比べて約10％減となった。全炭素・窒素については，4

巡目は1巡目に比べて有思に減少した。4巡目において，

3巡目までの傾向と異なった項目は，pH（H20），交換

性石灰，可給態リン酸および作土深である。作土深はや

や深くなり，pH（H20）は低下が認められ，交換性石灰，

可給態リン酸は4巡目に減少した。

　土壌統群別についてみると，4巡目まで増加傾向を示

した項目は交換性加里で，中粗粒灰色台地土を除く5土

壌統群において増加した。減少傾向を示した項目は，可

給態窒素と可給態ケイ酸であった。可給態窒素は，3土

壌統群において2巡目以降減少した。可給態ケイ酸は，

灰色低地土の3土壌統群において減少傾向を示した。

　3巡目までの傾向と異なり，4巡目において増加した

項目は作土深のみである。反対に，4巡目におし・て減少，

低下した項目は，pH（H20），交換性石灰・苦土および可

給態リン酸であった。作土深は3土壌統群において増加

し，細粒強グライ土では有思に深くなった。PH（H20）

は4土壌統群において低下がみられ，細粒灰色低地土、

灰色系と細粒強グライ土では有意に低下した。交換性石

灰は5土壌統群，交換性苦土については4土壌統群にお

いて減少し，中粗粒灰色台地土では交換性石灰・苦土，

中粗粒灰色低地土、灰色系では交換性苦土が有意に減少

した。可給態リン酸は4土壌統群において減少し，灰色

低地土の3土壌統群においては有意に減少した。

　交換性加里の増加要因は，加里施肥量は減少したが，

コンバイン収穫により稲わらが連年施用された結果と考

えられる。六本木10）は稲わらあるいは稲・麦わらの連年

施用においては，わらからの供給により土壌の交換性加

里が増加したが，交換性石灰や交換性苦土は減少したと

している。土壌統群別にみた場合，4巡目において交換

性石灰・苦土が減少した土壌統群が半分以上あり，稲わ

ら施用による影響と考えられる。

　pH（H20）の低下については，安西ら1・2）も定点調査を

取りまとめて報告しており，この原因は乾田化の進行に

より，土壌有機物の分解，窒素の無機化とともに水の降

下浸透にともなって石灰および苦土が下層に溶脱したこ

とによるとしており，定点水田の55％が調査当初に比べ

て乾田化の方向に進んだとしている。亀和田ら5）も低地

土の圃場整傭完了水田において乾湿の変化を調査し，変

化地点割合は乾燥化が最も多く，灰色低地土、灰褐系，

グライ土ともに約50％の地点が乾燥化し，粘質な土壌ほ

ど乾燥化した地点割合が多かったとしている。本県にお

いても，圃場整備や水田転作の進展による乾田化の影響
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が　部含まれているものと推察され，PH（H20）が低下

した中粗粒灰色台地土，細粒灰色低地土、灰色系，中粗

粒灰色低地土、灰色系および細粒強グライ土では交換性

石灰・苦土がいずれも4巡目は3巡目に比べて減少した。

また，上述したように稲わら施用による交換性石灰・苦

土の減少もPH（H20）低下の一因と考えられる。

　全炭素の減少は，3巡目までのとりまとめ6）で指摘し

たように，堆肥類の施用量減と施用割合の低下，水稲の

窒素吸収量よりも窒素施用量が少なくなったことによる。

可給態リン酸については，全国傾向と同様に4巡目では

増加が抑えられ減少した。土壌統群別にみた場合，細粒

黄色土、斑紋あり，細粒強グライ土以外の土壌統群では

4巡目に減少しており，堆肥類の施用量減少と土壌診断

に基づく施肥の合塩化によるものと考えられる。しかし，

リン酸は作物による利用率が低く，土壌からの溶脱が少

ないことから，土壌に蓄積しやすいため，土壌改良資材

や家畜ふん堆肥の施用にあたっては注思する必要がある。

　可給態ケイ酸の減少は，ケイ酸質肥料の施用量は増加

したが，施用割合が約25％低下したことによる。広島県

農林水産統計年報（1999）によれば，本県の基幹的農業

従事者の59％が65歳以上の高齢者，53％が女性と，高齢

化，女性化が進んでおり，加えて副業的農家が65％を占

めており，労力とコストの面からケイ酸質肥料の施用割

合が低下したものと考える。

　作土深については，3巡目までは浅耕化を示した。

安田11）は水田浅耕化の原因は近年の水田における作業体

系の大きな変化が考えられるとしている。すなわち，水

田の耕転はプラウ耕からロータリー耕に変わり，さらに

田植機の普及によって耕土（作土）があまり深いと移植

速度が低下するため，必然的に耕土が浅くなったとして

いる。また，安西2）は経営規模の拡大にともない機械が

大型化するものの，作業能率が優先されることや，大区

画圃場の造営によって精密な均平度が必要になるため，

かえって耕未云が軽く行われることなどが考えられるとし

ている。

　本県では，作土深は4巡目にはやや深くなった。4巡

目のアンケート調査によれば水田ではプラウ耕の耕起地

点数の割合が3巡目では7％であったが，4巡目では10

％とやや増加しており，3・4巡目とも15～24馬カのト

ラクターを用いた耕起の割合が最も高かったが，この割

合は3巡目は48％，4巡目は52％と4巡目の方がやや高

く，亀和田ら4）が指摘しているように，トラクタの規模

が大きいほど作土深が深くなっていることから，4巡目

に作土深20cm以上の割合が増加し，作土深がやや深く

なったものと考えられる。

　土壌統群別では，細粒黄色土、斑紋ありの作土深が15

Cm以下と浅く，この土壌は棚田に多く分布し，粘質で

あることから，表面排水が不良で田植機やコンバイン等

の作業の面から浅く耕起しているためと推察される。

　土壌管理対策としては，作土深は15cm以上を確保す

る必要がある。交換性石灰・苦土は少ない定点が多い。

また，塩基バランスからみて，交換性苦土に比べて交換

性加里がやや少ない定点が多い。可給態ケイ酸も少ない

定点が多く，土壌診断を行い，適正な土壌改良資材の施

用を行う。また，可給態窒素が少ない定点が多く，窒素

施用量も少なくなっていることから，湿田を除いて堆肥

類の施用が望まれる。

　土壌統群別では，中粗粒灰色台地土が他の土壌統群に

比べて交換性石灰・苦土および可給態ケイ酸が最も少な

く，3巡目に比べて4巡目は多くの理化学性が減少ある

いは低下し，とくに可給態ケイ酸は約60％減，交換性石

灰・苦土および可給態窒素は20％減となった。本土壌統

群は棚田に多く分布し，土性が壌質であることから土壌

改良資材，堆肥類の積極的な施用が必要である。また，

細粒黄色土、斑紋ありの作土深が15cm以下と浅くなっ

ているため，15cm以上の耕深の確保が必要である。

2．普通畑

　普通畑の定点では，バレイショ，キャベツ，ダイコン，

ハクサイ，コンニャクおよびネギなど種々の野菜が栽培

されていた。4巡目まで増加傾向がみられた土壌の理化

学性は，全炭素・窒素で，減少（低下）傾向がみられた

項目はPH（H20），塩基飽和度である。PH（H20）につい

ては，4巡目は1巡目に比べて有意に低下した。4巡目

において，争巡目までの傾向と異なった項目は，作土深，

交換性苦土・加里および可給態リン酸であった。作土深

は4巡目には深くなり，交換性苦土，可給態リン酸は4

巡目にはやや減少した。

　pH（H20）は全国傾向と同様に低下し牟。4巡目は，

3巡目に比べて交換性石灰・苦土がやや減少し，塩基飽

和度が低くなった。塩基飽和度とpH（H20）との間には，

交換性塩基とpH（H20）との相関よりも高い正の相関

（普通畑1～4巡目：n二253，r二〇．667＊＊）が認めら

れた。2巡目と4巡目についてみると，交換性塩基は差

がなかったが，陽イオン交換容量が4巡目の方が大きい

ため相対的に塩基飽和度が低下し，pH（H20）が下がっ

たと考えられる。

　陽イオン交換容量の増加は，有機物の施用量増による

ものと考えられる。有機農業への関心あるいは環境保全

型農業の推進にともなって有機物の施用量が増加したも
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のと推察され，窒素，リン酸および加里の施肥量は3巡

目までは減少傾向がみられた。また，有機物施用量増が

全炭素・窒素の増加につながったものと考える。

　可給態リン酸の減少については，土壌診断に基づく合

理的施肥によるものと考えられ，リン酸の施用量は2巡

目から減少し，4巡目には増加したが，1巡目に比べれ

ば約20％減となり，土壌改良資材としてのリン酸質肥料

の施用量は4巡目には増加したが，施用割合は1巡目に

比べて10％程度低下した。しかし，図3に示すように

5，OOOmgkg’1以上の定点も存在し，肥培管理の多様性が

うかがわれる。また，このことは4巡目に堆肥類の施用

量が多いことも一因と考えられる。

　土壌管理対策としては，交換性石灰が3，OOOmgkg■1未

満の定点が半数以上あり，また塩基バランスは，相対的

に加里が少ないため，Ca／K比は高く，Mg／K比はやや

高い。そこで，土壌診断を行い，含量のみならず，バラ

ンスを考慮して土壌改良資材の施用を行う。可給態リン

酸は，4巡目にやや減少したとはいえ1，400mgkg11以上

と多く，リン酸の施用は控える必要がある。作土深は18

cmしかなく，20cm以上にすることが必要である。

3．樹園地

　樹園地の定点では柑橘類の栽培が多く，他に日本なし，

リンゴなどが栽培されていた。4巡目まで増加（上昇）

傾向がみられた土壌の理化学性は，全炭素・窒素および

陽イオン交換容量で，いずれも4巡目は1巡目に比べて

有意に増加した。反対に，低下傾向がみられた項目は，

仮比重で，4巡目は1巡目に比べて有意に低下した。

　4巡目において，3巡目までの傾向と異なった項目は，

pH（H20），交換性石灰・加里，可給態リン酸および作

土深である。PH（H20）は4巡目にやや低下し，交換性

石灰，可給態リン酸および作土深は3巡目と差がなく，

交換性加里は3巡目に比べて減少した。作土深は，3巡

目までは浅くなる傾向を示したが，4巡目は3巡目とほ

ぼ同じ値を示した。

　樹園地の定点は傾斜地にあるものが多く，耕未云が困難

であり，また果樹は永年作物であることから堆肥類が表

層に多量施用され，施用割合が70％前後と高い。このた

め全炭素・窒素，陽イオン交換容量が増加し，仮比重が

低下したと考えられる。4巡目のpH（H20）の低下につ

いては普通畑の場合と同様に塩基飽和度の低下によるも

のと考えられる。

　リン酸施肥量は，2巡目以降は減少した。土壌改良資

材として施用されたリン酸質肥料は巡をおって増加した

が，施用割合が大きく低下したため，可給態リン酸は4

巡目と3巡目はほぼ同じ値を示したものと考えられる。

　加里の施肥量は3・4巡目は1・2巡目に比べて約20％

減となり，堆肥類の施用量が4巡目は3巡目に比べて35

％減少したことから，交換性加里が減少したものと考え

られる。作土深については，上述したように果樹は永年

作物で，傾斜地にその多くがあり，耕起が困難であるこ

とから，現状の土壌管理では，作土深はほぼ14cm程度

に落ち着くものと推察される。

　土壌管理対策としては，交換性石灰が2，500mgkg’1未

満の定点が半数以上あり，また塩基バランスは，相対的

に加里がやや少ないため，Mg／K比がやや高い。そこ

で，土壌診断を行い，含量のみならず，バランスを考慮

して土壌改良資材の施用を行う。可給態リン酸は非常に

多く，リン酸の施用は控える。作土深は約14cmと浅い

ため，作土深を深くする必要がある。

摘　　要

　土壌環境基礎調査・定点調査は，1979～1998年までの

20年問に4巡目まで調査を行った。この調査結果から，

本県の水田・普通畑・樹園地土壌（作土）の20年間の変

化と4巡目の実態を明らかにした。

1．水田では，作土深は4巡目にはやや深くなり，3巡

　目までと同様に全炭素は減少し，交換性加里は明瞭に

　増加した。3巡目までは増加した交換性石灰は4巡目

　には減少し，交換性苦土については3巡目と差がなく，

　可給態リン酸と可給態ケイ酸は3巡目に比べて減少し

　た。

2．水田において土壌統群別では，中粗粒灰色台地土は

　3巡目に比べて4巡目は多くの理化学性が減少あるい

　は低下し，とくに可給態ケイ酸は約60％減，交換性石

　灰・苦土および可給態窒素は20％減となり，それぞれ

　4巡目と3巡目との間に5％水準で有思差が認められた。

3．普通畑では，作土深は3巡目までは浅くなる傾向を

　示したが，4巡目は深くなり18cm以上になった。

　pH（H20），塩基飽和度は低下傾向を示し，全炭素は

　増加した。可給態リン酸は4巡目にはやや減少したが，

　1，443mgkg■1と多い。

4．樹園地では，作土深は3巡目に140cmと浅くなり，

　4巡目は3巡目とほぼ同じ値を示した。全炭素は3巡

　目までと同様に増加した。交換性苦土・加里はいずれ

　も4巡目は3巡目に比べて減少した。可給態リン酸は

　3巡目までは増加したが，4巡目は3巡目と差がなく，

　2，151mgkg■1と非常に多い。

5．窒素，リン酸および加里の施用量は，水田ではいず
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れも100kgha－1以下，普通畑，樹園地ではいずれも100

kgha－1以上であった。稲わらの施用量は，47～93

Mgha－1の範囲で，1巡目と4巡目は樹園地が最も多

く，2巡目と3巡目は普通畑が最も多かった。堆肥類

の施用量は水田が最も少なく，水田の4巡目を除いて

10Mgha’1以上であった。

6．リン酸質肥料の施用量は024～079Mgha■1で，水

田が最も少なく，いずれの土地利用においても，4巡

目の施用量が最も多かった。石灰質肥料の施用量は

084～157Mgha－1で，1・3巡目は水田，2巡目は樹

園地，4巡目は普通畑が最も多かった。ケイ酸質肥料

は水田での施用がほとんどで，普通畑，樹園地での施

用は少なかった。

7．土壌管理対策としては，作土深を確保することが必

要である。交換性塩基については，含量のみならず，

バランスを考慮して土壌改良資材の施用を行う。可給

態リン酸は多く，リン酸の施用は控える必要がある。

水田では可給態ケイ酸が少ない定点が多く，ケイ酸資

材の施用が必要である。また，湿田を除いて堆肥類の

積極的施用が望まれる。
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Status　and．Changes　of　the　Properties　of　Cu1tivated　Soi1；

　　　　　　　　　　　　　1979－1998，HiroshimaPrefecture

ToshiakiTAN1M0T0，KatsumasaM1YAJ1，KenkichiMATsUURA，
Seizaburo　NAKAzAwA，Satoshi　UEM0T0and　Takeharu　K0MATsU

Summary

　　　　The　status　and　changes1n　cu1t1vated　s011propert1es　m　H1rosh1ma　Prefecture　were1nvest1gated　from1979t0

1998　The　survey　was　carr1ed　out1n　the　same　f1e1d　of　var1ous1ocat1ons　repeated1y　for　four　per1ods，from1979t0

1983．1984to1988．1989to1993and1995to1998，that1s　ca11ed　the1st　through　the4th　perlod1n　chrono1og1ca1order

Wefo11owedthe20－year1ongchangesofthepaddyf1e1dso11，up1andf1e1dso11andf1e1dunderperem1a1cropso111n

H1rosh1ma　Prefecture，andc1ar1f1edthestatus　ofthe4thper1odasthe1atestcond1t1on　Theresu1tswere　asfo11ows

1　In　the　paddy　f1e1d，the　depth　of　the　p1ow1ayer　became　a11tt1e　deeper　m　the4th　per1od　The　tota1carbon　content

　　　decreased1nvo1ume　as　we11as　the　other　foregone3per1od，wh11e　the　exchangeab1e　potass1um　content　mcreased

　　　c1ear1y　The　exchangeab1e　ca1c1um　content　that　had　mcreased　up　to　the3rd　per1od　decreased1n　the4th

　　　per1od　The　exchangeab1e　magnes1um　d1d　not　show　any　d1fference　m　content　between　the3rd　and　the4th

　　　per1od　The　ava11ab1e　phosphate　content　and　s111cate　content　a1so　decreased1n　the4th　perlod

2When　c1ar1f1ed　by　s011ser1es　group，Med1um　and　Coarse－textured　Gray　Up1and　s011s1n　the　paddy　f1e1d　was

　　　compared　between　the3rd　and4th　per1od，then　many　phys1ca1and　chem1ca1propert1es　of　s011s　were　shown　t0

　　　have　decreased1n　vo1ume　or　fa11en1n　va1ue1n　the4th　per1od　Part1cu1ar1y　the　content　of　ava11ab1e　s111cate

　　　decreasedbyapprox1mate1y60％，more　overthat　oftheexchangeab1eca1c1um　theexchangeab1emagnes1umand

　　　the　ava11ab1e　n1trogen　by20％to　show　a　s1gn1f1cant　d1fference　by　the1eve1of5％between　m　the3rd　and　the4th

　　　period．

3　Intheup1and　f1e1d，the　depth　ofthe　p1ow1ayer　usua11y　tendto　become　sha11ow　up　to　the3rd　per1od　However，1t

　　　became180cm　or　more　deeper1nthe4thper1od　The　pH（H20）and　thebase－saturat1onpercentageshowedthe

　　　fa11mg　tendency，and　the　tota1carbon　content1ncreased　there　Though　the　vo1ume　of　ava11ab1e　phosphate

　　　decreaseda11tt1e1nthe4thper1od，1tst111showstheva1ue　of1，443mgkg’1

4Inthef1e1dunderperem1a1crop，thedepthofthep1ow1ayerbecameas140cmsha11owasmthe3rdper1od

　　　The　depth　of　the　p1ow1ayer　m　the4th　per1od　showed　a1most　the　same　va1ue　as　m　the3rd　per1od　The　tota1

　　　carbon　content1ncreased　as　we11as　the　foregone3rd　per1od　Both　the　content　of　the　exchangeab1e　magnes1um

　　　and　the　exchangeab1e　potass1um　decreased1n　the4th　per1od，compared　w1th　those　of　the3rd　per1od　The

　　　vo1ume　of　ava11ab1e　phosphate1ncreased　up　to　the3rd　per1od，however，the　content1n　the4th　per1od　does　not

　　　have　anyd1fferencefromthatofthe3rdper1odtoshowtheva1ueof2，151mgkg■1

5　The　amount　of　N，P205and　K20app11cat1on1n　the　paddy　f1e1d　was1ess　than1OOkgha－1，wh11e　the　amount　of

　　　app11cat1on1n　the　up1and　f1e1d　and　the　f1e1d　under　perem1a1crop　was　more　than1OOkgha－1　The　app11cat1on　of

　　　straw　was　w1thm47－93Mgha－1　The　amount　of　the　compost　app11cat1on　to　the　paddy　f1e1d　was1ess　than

　　　1OMgha110rmore，exceptthe4thper1od

6The　amount　of　P205app11cat1on　was　w1th1n　the　range　of024－079Mgha－1，the　amount　of　app11cat1on　ofwh1ch

　　　was　the1east　to　the　paddy　f1e1d　In　any1and　use，the　P205app11cat1on　was　max1mum1n　the4th　per1od　The

　　　amount　of　CaO　apP11cat1on　was　w1thmthe　range　of084－157Mgha－1　S102was　g1ven　as　fert111zer，however1t

　　　wasusedasthe1mprovement1npaddyf1e1d

7　As　techn1ca1measures　of　so11management，1t1s　necessary　to　keep　the　depth　of　the　p1ow1ayer1n　each　fie1d
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1nclud1ng　paddy　f1e1d　up1and　f1e1d　and　the　f1e1d　under　perem1a1crop　Exchangeab1e　base　content　requ1res

tak1ng　ba1ance1nto　conslderat1on，the　ba1ance　of　not　on1y　the　quant1ty　but　of　the　type1n　each　exchangeab1e

base　S1nce　there　shows　much　ava11ab1e　phosphate1n　genera1，1t1s　necessary　to1essen　the　amount　of　P205

app11cat1on　There　were　many　spots　of1ow　ava11ab1e　s111cate1n　paddy　f1e1ds，where　consc1ous　app11cat1on　of

S1021s　requ1red　Moreover，1t1s　a1so　requ1red　to　g1ve　composts　pos1t1ve1y　to　a　paddy　f1e1d　except　for　poor1y

dra1ned　paddy　f1e1d
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